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日本福祉工学会第 18 回学術講演論文において『1/f ゆらぎの真相―好みの
音楽と心拍ゆらぎ分析―』［4］が報告されている。1/f ゆらぎは、ゆらぎによ





いる。しかし、より厳密にいうと 1/f ゆらぎは、PSD の勾配が図 2 に示す






























































































































上記の関係から本装置では、基本周波数 fc にゆらぎ周波数成分 fs で基本
周波数 fc を振幅変調することにより 1/f ゆらぎ成分 fs が含まれた信号を作































振幅変調回路で制御するゆらぎ周波数の成分 fs は、1/f ゆらぎ特性になる
ように 0.1 Hz から 0.001 Hz まで 100 種類の信号を合成してパワースペク
トル密度の傾きを 1/f ゆらぎ特性にした。また、変調率 m は 20% に設定した。
完成装置は、写真５、８に示すように振動部・コントローラー部・電源の
三つのユニットで構成されている。写真６に示すコントローラー部は、DC/





















































































年齢相応の良好な健康状態にある 80 代、70 代と 60 代後半の男女の合計






実験の日時：（1）2019 年７月　午後 2 時から 4 時
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※この論文の内容は、日本福祉工学会第 24 回学術講演会（2019 年　函館）
において、筆者（first author）と横倉三郎との共同研究、「猫のゴロゴロ
音の発生装置の開発」（Development of the generator that gives us cat’s 
vibration sound） として口頭発表された。
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